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� 行政

水
道
施
設
が
復
旧 

　

平
成
31
年
３
月
19
日
に
発
生

し
た
断
水
事
故
で
は
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
大
変
ご
不
便
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
し
た
。
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
５
月
30
日
に
、
導

水
管
の
水
量
が
回
復
し
、
水
道

施
設
が
復
旧
し
ま
し
た
。

　

３
月
27
日
の
断
水
解
消
は
川

か
ら
直
接
取
水
す
る
応
急
処
置

に
よ
り
何
と
か
水
量
を
確
保
し

て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
導

水
管
に
十
分
な
水
量
が
得
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

断
水
解
消
後
の
作
業 

　

断
水
解
消
後
も
、
引
き
続
き

導
水
管
内
の
空
気
抜
き
作
業
を

継
続
し
、
導
水
管
内
の
カ
メ
ラ

調
査
も
併
せ
て
実
施
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
導
水
管
か

ら
枝
分
か
れ
し
て
い
る
排
泥
管

内
に
、
石
が
詰
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
５
月
か
ら
石
が

詰
ま
っ
て
い
る
箇
所
を
迂
回
す

る
工
事
を
行
い
、
５
月
28
日
に

工
事
が
完
成
し
、
試
験
取
水
を

行
い
、
５
月
30
日
に
復
旧
し
ま

し
た
。

専
門
家
の
分
析
で
は 

　

断
水
原
因
は
、
老
朽
化
し
た

排
泥
管
の
損
傷
で
漏
水
と
な
り
、

そ
の
た
め
に
沈
砂
池
の
水
位
が

低
下
し
、
導
水
管
内
に
空
気
が

混
入
。
さ
ら
に
石
詰
ま
り
に
よ

る
送
水
能
力
の
低
下
が
原
因
と

思
わ
れ
ま
す
。

感
謝
と
今
後
の
対
応 

　

今
回
の
断
水
で
、
飲
料
水
な

ど
の
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
、

お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
、
協
力
い
た
だ
い

た
市
町
村
や
企
業
の
皆
さ
ま
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
後
は
導
水
管
に
付
帯
す
る

施
設
の
修
繕
や
管
理
を
行
い
、

安
心
で
安
全
な
生
活
基
盤
を
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
建
設
水
道
課
管
理
係

　

☎
42-

２
１
８
１

既設排泥管

導水管遮断部石詰まり箇所を迂回する新設した導水管

原因箇所（石詰まり）

既設導水管

取水口 浄水場

断水事故原因の

導水管が復旧
新設の導水管
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選挙

支
出
金
額
の
制
限
額
と
は

　

選
挙
運
動
に
係
る
支
出
の
最
高
限
度
額

の
こ
と
で
、
選
挙
費
用
が
莫
大
に
な
ら
な

い
よ
う
に
公
職
選
挙
法
で
決
め
ら
れ
て
い

る
金
額
で
す
。

　

計
算
方
法
は
、
選
挙
の
種
類
に
よ
っ
て

異
な
る
固
定
額
と
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
総
数
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る

た
め
、
選
挙
ご
と
に
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

制
限
額
を
超
え
て
支
出
す
る
と
、
出
納

責
任
者
に
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

関
係
し
た
候
補
者
の
当
選
も
無
効
に
な
り

ま
す
。

　公職選挙法第192条第１項の規定による、選挙運動に関する収入及び支出の報告書の要旨を次のとお

り公表します。

� 古平町選挙管理委員会委員長　三浦一志　

　　１　選挙運動に関する支出金額の制限額　　１，２０７，４００円　（平成31年４月15日告示）

　　２　各立候補者の選挙運動費用収支報告書の要旨

（単位：円）

届出受理
番　号

候補者氏名
収　　入 支　　出

寄附 その他収入 収入総額 立候補準備 選挙運動 支出総額

1 堀　　　清 50,000 167,867 217,867 12,141 205,726 217,867

2 工藤　澄男 88,000 89,518 177,518 20,196 157,322 177,518

3 梅野　史朗 0 533,631 533,631 389,764 143,867 533,631

4 岩間　修身 0 192,337 192,337 160,585 31,752 192,337

5 寶福　勝哉 64,000 249,114 313,114 151,560 161,554 313,114

6 池田　範彦 120,000 62,099 182,099 52,440 129,659 182,099

7 見　輝續 0 235,867 235,867 218,617 17,250 235,867

8 髙野　俊和 0 100,324 100,324 79,444 20,880 100,324

9 山口　明生 0 75,600 75,600 64,800 10,800 75,600

10 木村　輔宏 0 276,228 276,228 129,870 146,358 276,228

11 渡邊　泰央 0 90,269 90,269 48,141 42,128 90,269

12 真貝　政昭 60,000 59,800 119,800 52,800 67,000 119,800

　注１　�労働の無償提供（ボランティア）や施設の無償提供等があった場合、その相当額を寄附として

収入に計上しています。

　注２　その他収入とは、寄附以外の収入をいいます。（自己資金等）

　注３　�法の規定により、選挙運動用自動車の運行（借上料、燃料代、修繕料、運転手雇料等）経費は

支出に含まれていません。

古平町議会議員選挙　　

運動費用収支報告書の要旨の公表
平成３１年４月２１日執行

今回の選挙の制限額の算出方法

告示日における
選挙区内の
選挙人名簿
登録者総数

÷ 議員定数 × 人数割額 ＋ 固定額

2,744 ÷ 10 × 1,120 ＋ 900,000

（100円未満切り上げ）

古平町議会議員選挙運動に関する支出の限度額は

１，２０７，４００円　となります。
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� 出来事

５
月
25
日
、
良
く
晴
れ
た
日
曜
日
、

古
平
小
学
校
前
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
大

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
児

童
会
長
の
小
林
一
華
さ
ん
は
「
練
習
の
成

果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
頑
張
り
、
令
和
最

初
の
運
動
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　

応
援
合
戦
で
は
大
き
な
太
鼓
と
元
気
な

応
援
歌
で
の
戦
い
に
赤
白
組
と
も
士
気
が

高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

徒
競
走
で
は
可
愛
い
児
童
の
声
で
走
者

紹
介
後
、
１
年
生
は
よ
～
い
ス
タ
ー
ト
で
フ

ラ
イ
ン
グ
！
や
る
気
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
全
学
年
で
の
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
で

は
地
域
の
方
々
が
参
加
し
み
ん
な
で
踊
っ

て
い
ま
し
た
。
定
番
の
玉
入
れ
と
綱
引
き

で
は
接
戦
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

前
半
の
締
め
は
古
小
ソ
ー
ラ
ン
タ
イ
ム
。

３
・
４
年
生
がS

treet of S
oran

を
踊

り
、
５
・
６
年
生
は
古
平
小
学
校
恒
例
の

南
中
ソ
ー
ラ
ン
を
披
露
し
、
息
の
合
っ
た

動
き
と
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
し
観

客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

午
後
の
借
り
物
競
争
で
は
お
題
と
少
し

違
う
観
客
の
人
で
も
優
し
さ
で
児
童
と

走
っ
て
い
ま
し
た
。
最
後
の
目
玉
は
紅
白

対
抗
４
色
リ
レ
ー
、
三
角
コ
ー
ン
が
飛
ぶ

ほ
ど
の
風
に
も
負
け
ず
勝
つ
た
め
に
必
死

に
走
り
ぬ
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ
た
運
動

会
。
紅
組
３
４
０
点
、
白
組
３
２
０
点
で

紅
組
の
勝
利
で
終
わ
り
ま
し
た
。

古平小学校大運動会



2019.7�広報ふるびら5

出来事

５
月
31
日
、
中
学
校
体
育
大
会
が
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
体
育
大
会
の
テ
ー
マ
は「
大
志
」で
す
。

　

開
会
式
で
本
田
校
長
が
「
１
位
に
な
る

よ
り
も
、
今
ま
で
の
自
分
を
乗
り
越
え
て

一
番
の
自
分
を
め
ざ
し
仲
間
と
助
け
合
う

こ
と
が
大
事
で
す
」
と
生
徒
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

準
備
運
動
後
、
女
子
１
０
０
Ｍ
走
か
ら

競
技
開
始
。
進
行
も
記
録
を
と
る
の
も
生

徒
で
行
う
た
め
、
事
前
に
き
ち
ん
と
段
取

り
を
相
談
し
て
い
ま
し
た
。
男
子
走
り
高

跳
び
で
は
、
仲
間
が
応
援
し
跳
ん
だ
後
に

は
ハ
イ
タ
ッ
チ
！
団
結
力
を
感
じ
ま
し
た
。

生
徒
会
種
目
で
は
お
題
に
合
う
人
を
探
し

そ
の
人
と
二
人
三
脚
後
、
自
ら
で
膨
ら
ま

せ
た
風
船
を
お
尻
で
割

り
、
ペ
ア
で
ゴ
ー
ル
へ
向

か
う
と
い
う
も
の
で
す
。

競
技
後
の
生
徒
は
「
心
の

距
離
が
近
づ
い
た
気
が

す
る
」
な
ど
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
は
体
育
大
会
恒
例

の
学
年
対
抗
長
縄
跳
び
、

円
陣
を
組
ん
で
気
持
ち
を

高
め
挑
戦
し
、
３
年
生
が

１
位
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
体
育
大
会
で

は
４
人
の
生
徒
が
新
記

録
を
出
し
閉
会
式
で
表

彰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

種目 学年 氏名 記録 これまでの記録
走り幅跳び １年 岩戸彪翔 4m49cm 4m23cm

ハンドボール投げ １年 上口歩夢 25.0m 22.6m
ハンドボール投げ ２年 松尾幸汰 31.0m 29.0m
女子走り高跳び ３年 中村日菜 120cm 118cm

古平中学校体育大会
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� 出来事

ふるびら未来創造協議会は昨年度行われた古平町
150年事業のうち、３つの事業を継続することで古平
町をさらに発展させ未来へつなげるように、町の魅力
と活力を発信するために創られました。
３つの事業は国道沿いにプランターを設置する事
業、ふるびら地酒開発事業、古平新ご当地グルメ開発
事業です。
総会では会長の貞村町長が「すばらしいメンバーが
集まっており、皆さまのお力を借りてより良い事業を
行いたい」と挨拶しました。また、今年度の事業計画
や予算案が話し合われました。

設立総会のようす

５
20 未来へつなげる３つの事業を

ふるびら未来創造協議会　設立総会

食材を鍋に入れるようす

子育て支援センターで親子料理教室が開催され３組
の親子が参加しました。料理教室は子ども自らが料理
を作り、食の大切さを理解してもらう食育の一環で行
われています。
今回は『鮭とコーンのミルクごはん』、『ミルク豚汁』、

『果物のカッテージチーズ和え』の３品で、減塩しつ
つカルシウムが摂れる乳和食です。子どもたちは真剣
な顔で果物をカットしたり、食材を混ぜたりしていま
した。ご飯は生乳で炊いたものですが、水で炊いた時
との差がなく、みんなが美味しそうに食べていました。
参加した田口さん親子は「違和感なく食べられまし
た。家でも挑戦してみたいです」と話してくれました。

５
21 乳和食づくりに親子で挑戦！

子育て講習会　親子料理教室

スポンジボールでの体操のようす

明和地区で健康相談と転倒予防運動教室が行われま
した。参加者は保健師と栄養士の健康相談後、古平福
祉会の健康運動指導士の辻田講師指導の下、運動教室
に参加しました。
運動教室ではスポンジ状のボールを使い、手や体の

まわりを回したり、両手でボールを押すことで普段使わ
ない腕の筋力を鍛えたりしていました。また、数を数え
ながら左右の手の指を１本ずつずらしていく体操や、１
ｍくらいの木の棒を使い猫背の防止法や日常の歩き方
を改善する方法などの指導があり充実した内容でした。
参加者の村上勁子さんは「普段は畑仕事で体を動か

しているけれど、家の中でやってみようと思いました」
と笑顔で話してくれました。

５
22 家の中でできる気軽な体操

明和地区健康相談・転倒予防運動教室
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出来事

ゴミを拾い集めるようす

恒例のクリーンフェスティバルは例年の４月末か
ら、今年は時季を移して６月１日に行われました。
初めに事務局から「目的はごみを拾うことではなく、
古平町からごみを無くすことです」と挨拶後、他人の
敷地には入らないことや袋ごとに分別するなどの注意
点の説明がありました。
参加者143人は町内の２か所でそれぞれごみを拾い
集め、合計で180ｋｇのごみが集まりました。時季を
変更したことで例年よりごみが少なかったようです。
参加者の堀來玲愛さん（小６）は「草むらにたばこ
やビンがたくさん落ちていて運んでいたゴミ袋が重か
ったです」と話してくれました。

６
１ １時間一生懸命古平をきれいに
2019Ｂ＆Ｇクリーンフェスティバルinふるびら

あたりを注意して横断歩道を渡るようす

正しい交通ルールを学び事故に遭わないために小学
校で交通安全教室が行われました。
初めに三浦校長が「みなさんは町の大事な宝です。
絶対に命を失うわけにはいきません。今日の話をしっ
かり聞いてください」と挨拶し始まりました。児童ら
は体育館で先生から交通ルールについて話を聞いた
後、実際に路上で横断歩道や歩道の歩き方を学びまし
た。体育館に戻り児童会代表の小林一華さんが協力い
ただいた警察や交通安全指導員の方々に「これからの
私たちの生活で本日習ったことを活かしていきます。
ありがとうございます」とお礼を述べていました。
その後、小学１年生教室では児童が、近年多発する
高齢ドライバーによる自動車事故を受け、免許返納を
促す啓発ポスターに色を塗り警察官の制服を着て記念
撮影。初めての制服にとても嬉しそうでした。

６
３ 正しい交通ルールで事故を防ぐ
小学校交通安全教室

勝手焼きコーナーのようす

東しゃこたん漁協主催の漁協祭（今年度１回目）が
漁協生産部前で行われました。漁協祭は地元古平の海
産物をＰＲするために行われており、今年で10回目。
獲れたての魚介類を求め朝から多くの観光客で賑わい
ました。
今月に解禁したばかりのウニなどの魚介類を販売す
るブースや生きたエビをすくうコーナー、ヒメマスや
ツブ貝やタコを焼いて販売するブースなど見どころが
いっぱいの漁協祭。第１回は約2200人の方が集まり
ました。６月30日、７月21日、９月29日の９時から
も開催が予定されています。

６
９ 獲れたての魚介類を求め賑わう
第１回漁協祭
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健
康
増
進
法
が
改
正
さ
れ
、
今
年
の
７

月
１
日
か
ら
、
公
共
施
設
の
敷
地
内
が
全

面
禁
煙
に
な
り
ま
す
。

◆
な
ぜ
改
正
に
な
っ
た
の
？

① 

屋
内
で
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
な
く
す

　 

　
受
動
喫
煙
が
他
人
の
健
康
に
与
え
る

影
響
と
、
喫
煙
者
が
一
定
程
度
い
る
現

状
を
踏
ま
え
て
、
受
動
喫
煙
を
望
ま
な

い
方
を
タ
バ
コ
の
煙
か
ら
守
る
た
め
で

す
。

② 

屋
外
で
も
受
動
喫
煙
の
影
響
が
大
き
い

子
ど
も
や
患
者
な
ど
に
特
に
配
慮
す
る

　 

　
20
歳
未
満
の
子
ど
も
や
患
者
等
は
受

動
喫
煙
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
た
め
、

こ
う
し
た
方
が
利
用
す
る
可
能
性
が
あ

る
施
設
で
屋
外
で
も
受
動
喫
煙
対
策
を

徹
底
す
る
た
め
で
す
。

※
屋
外
で
は
受
動
喫
煙
対
策
を
行
え
ば
喫

煙
所
は
設
置
し
て
も
良
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
囲
わ
れ
た
喫
煙
所
を
設
置
す

る
な
ど
の
対
策
を
す
る
と
お
金
が
か
か
っ

て
し
ま
う
の
で
、
古
平
町
で
は
公
共
施
設

の
敷
地
内
全
面
禁
煙
と
し
ま
し
た
。

◆
ど
こ
の
施
設
が
対
象
な
の
？

　

役
場
、
文
化
会
館
、
漁
港
会
館
、
各
集

会
所
、
元
気
プ
ラ
ザ
、
町
立
診
療
所
、
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
す
（
以
前
か

ら
禁
煙
と
な
っ
て
い
る
施
設
を
含
み
ま
す
）。

　

ま
た
、
現
在
あ
る
灰
皿
な
ど
の
設
備
は

撤
去
す
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
総
務
課
総
務
係

　

☎
42-

２
１
８
１

北
海
道
原
子
力
防
災
カ
レ
ン
ダ
ー
に

掲
載
す
る
絵
画
を
募
集
し
ま
す

　

北
海
道
で
は
、
原
子
力
防
災
対
策
に
関

す
る
知
識
の
普
及
と
啓
発
の
た
め
、
「
緊

急
時
に
住
民
の
み
な
さ
ん
が
取
る
べ
き
行

動
」
な
ど
を
掲
載
し
た
北
海
道
原
子
力
防

災
カ
レ
ン
ダ
ー
を
全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す

る
絵
画
を
小
・
中
学
生
か
ら
募
集
し
ま
す
。

応
募
い
た
だ
い
た
絵
画
の
う
ち
、
入
選
作

品
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

○
テ
ー
マ　

イ
ベ
ン
ト
、
四
季
の
風
景

○
用
紙　

 

Ｂ
３
又
は
四
つ
切
り
で
使
用
す

る
画
材
は
自
由

○
応
募
締
切　

８
月
30
日
㈮

○ 

注
意
事
項　

用
紙
裏
面
に
学
校
名
、
学

年
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
住
所
、
電

話
番
号
、
作
品
名
を
記
載
し
て
役
場
ま

で
お
持
ち
く
だ
さ
い

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局

　

原
子
力
安
全
対
策
課

　

☎
０
１
１-

２
０
４-

５
０
１
１

各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
航

空
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
自
衛
官
候
補

生
・
一
般
曹
候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

以
上
33
歳
未
満
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　
☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な

る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予

制
度
（
50
歳
未
満
）」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
役
場
の
国
民
年
金

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
は
窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
分
（
令
和
元
年
７
月
分
か

ら
令
和
２
年
６
月
分
ま
で
）
の
免
除
等
の

受
付
は
令
和
元
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、
申
請
を
忘

れ
て
い
た
期
間
が
あ
る
方
は
役
場
の
国
民

年
金
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

小
樽
年
金
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

65-

５
０
０
２

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
共
施
設
敷
地
内 

全
面
禁
煙
へ

　６月４日、冬期間古平町内の

公共施設で除雪ボランティアを

行っていただいた方に対して、

貞村英之町長から感謝状の贈呈

が行われました。

～対象企業～

株式会社福津組

瀬尾建設工業株式会社

株式会社秋津道路道南営業所

ボランティア企業へ
感謝状
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国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す

　

私
た
ち
の
学
校
は
、
国
土
交
通
省
の
所

管
す
る
学
校
で
、
優
秀
な
船
舶
運
航
技

術
者
の
育
成
を
目
的
と
し
、
海
と
船
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
学
ん
で
い
ま
す
。
卒
業
生

に
は
、
海
技
資
格
に
お
け
る
特
典
が
付
与

さ
れ
、
海
運
界
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
関
連
産

業
を
中
心
に
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

○
開
催
日　

６
月
29
日
、
７
月
20
日
、

　
　
　
　
　

10
月
12
日
、
い
ず
れ
も
土
曜

○ 

選
抜
区
分　

Ａ
Ｏ
入
試
、
指
定
校
推
薦

入
試
、
自
己
推
薦
入
試
、
一
般
入
試

◇
お
問
合
せ
先

　

岩
手
県
宮
古
市
磯
鶏
２-

５-

10

　

 

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校
教
務

課

　

☎
０
１
９
３-

62-

５
３
１
６

https://www.jmets.ac.jp/miyako/

kyoumu-miyako@jmets.ac.jp

法
律
無
料
相
談
の
ご
案
内

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

７
月
17
日
㈬
13
～
16
時

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
階

　

相
談
時
間
は
１
人
30
分
ま
で
で
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
町
民
課
町
民
生
活
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
37
）

海
上
保
安
大
学
校
・
海
上
保
安
学
校

学
生
を
募
集

　

海
上
保
安
庁
で
は
令
和
２
年
４
月
期
採

用
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
学
す
る
と
海
上
保
安
大
学
校
、
海
上

保
安
学
校
と
も
に
入
学
金
、
授
業
料
が
一

切
不
要
で
、
学
生
は
入
学
と
同
時
に
国
家

公
務
員
と
し
て
の
身
分
が
与
え
ら
れ
、
毎

月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://www.kaiho.mlit.go.jp/ope.

saiyou/bosyu.html
◇
お
問
合
せ
先

　

小
樽
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
１
３
４-

27-

６
１
１
８

入
国
警
備
官
の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
！

　

入
国
警
備
官
と
は
法
律
に
違
反
す
る
外

国
人
に
対
し
て
厳
正
に
対
処
し
、
日
本
の

安
全
と
国
民
生
活
を
守
る
大
切
な
仕
事
で

す
。

○
申
込
受
付　

７
月
16
日
～
25
日

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
で
す
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.
g
o
.
j
p
/

juken.html

○
１
次
試
験　

９
月
22
日

○
２
次
試
験　

10
月
23
～
25
日

○
受
験
資
格

～
警
備
官
～

① 

２
０
１
９
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者
及
び
２
０
２
０
年
３
月

ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

② 

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と

認
め
る
者

～
警
備
官
（
社
会
人
）
～

　

 

１
９
７
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者

◇
お
問
合
せ
先

　

人
事
院
北
海
道
事
務
局

　

☎
０
１
１-

２
４
１-

１
２
４
８

７
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科 

　
　

当
番
医
診
療
時
間
は
９
～
17
時

７
月
７
日
（
日
）

　

勝
田
内
科
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
22-

３
８
４
３
）

７
月
14
日
（
日
）

　

中
島
内
科

 

（
☎
22-

３
８
６
６
）

７
月
15
日
（
月
）

　

勤
医
協
余
市
診
療
所

 

（
☎
22-

２
８
６
１
）

７
月
21
日
（
日
）

　

田
中
内
科
医
院

 

（
☎
22-

６
１
２
５
）

７
月
28
日
（
日
）

　

小
嶋
内
科

 

（
☎
22-

２
２
４
５
）

※ 

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
輪
番
で
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

 

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科
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総
務
課
主
幹

　
佐
藤
　
亘

�
（
喜
茂
別
町
出
身
）

　６月１日付けで北海道庁か

ら派遣されました。

　これからの人口減少社会に

対応するために、まちなか再

生などの取組が進められてい

く中、住みよいまちづくりの

お役に立てるよう日々努めて

まいります。

　また、仕事や日常生活を通

して、自分なりに古平の魅力

を発見・発信していきたいと

思います。どうぞよろしくお

願いいたします。

Q
　

遺
言
書
を
作
成
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

遺
言
書
に
は
決
ま
っ
た
方
式
が
あ
る
と
聞

い
た
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
？

A
　

遺
言
書
の
代
表
的
な
方
式
と
し
て
は
、

自
筆
証
書
遺
言
と
公
正
証
書
遺
言
が
あ
り

ま
す
。

① 

自
筆
証
書
遺
言
は
、
文
字
ど
お
り
遺
言

者
が
遺
言
書
の
全
文
を
自
筆
し
ま
す

（
※
）
。
作
成
日
付
を
入
れ
、
押
印
も
必

要
で
す
。
手
軽
で
費
用
も
掛
か
り
ま
せ

ん
が
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満

た
し
て
い
る
か
、
内
容
が
明
確
で
あ
る

か
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
遺
言
者
が
亡
く
な
っ

た
あ
と
、
家
庭
裁
判
所
で
「
検
認
」
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

遺
言
書
自
体
が
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
破
棄
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

（
※
） 
従
前
は
、
財
産
目
録
も
全
文
自
筆

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

平
成
31
年
１
月
13
日
か
ら
、
自
筆
に

よ
ら
な
い
財
産
目
録
（
パ
ソ
コ
ン
等

で
作
成
し
た
目
録
や
、
銀
行
通
帳
の

コ
ピ
ー
や
不
動
産
の
登
記
事
項
証
明

書
等
。
た
だ
し
、
署
名
押
印
が
必
要

で
す
。
）
を
添
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

② 

公
正
証
書
遺
言
は
、
証
人
２
人
以
上
の

立
会
い
の
も
と
で
公
証
人
に
作
成
し
て

も
ら
う
も
の
で
す
。
作
成
の
際
に
は
一

定
の
手
続
き
が
必
要
で
費
用
も
掛
か
り

ま
す
。
し
か
し
、
専
門
家
で
あ
る
公
証

人
に
作
成
し
て
も
ら
う
の
で
、
最
も
確

実
に
遺
言
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
手
続
も
不

要
で
す
。

　

遺
言
書
に
つ
い
て
お
困
り
の
際
は
、
司

法
書
士
又
は
公
証
役
場
に
お
気
軽
に
ご
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
法
務
局
小
樽
支
局　

　
☎
０
１
３
４-

23-

３
０
１
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
h
o
u
m
u
k
y
o
k
u
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
/

sap
por

o

　

札
幌
司
法
書
士
会　

　
☎
０
１
１-

２
７
２-

９
０
３
５

　

（
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
予
約
）

※
小
樽
市
に
も
相
談
所
を
設
け
て
い
ま
す

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

htt
p:/

/www.
sih

osyosi
.or.jp/

第７回

登
記
・
相
続
に
関
す
る
Q
＆
A

～ 

遺
言
の
方
式 

～

職員紹介
  

古平町
体育館利用率 全国４位！
　５月30日、公益

財団法人ブルー

シー・アンド・グ

リーンランド財団

から2018年度の古

平町海洋センター

体育館利用率の部

門で全国４位とな

り古平町が表彰さ

れました。

　利用率は総利用

者数（17992人）

を人口（3188人）

で割った値で、古

平町は5.64でした。
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お知らせ

お問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合
〒060-0062　札幌市中央区南２条西14丁目国保会館６階
電話　011-290-5601

古平町役場　町民課健康保険係
電話　0135-42-2181

保険証が新しくなります（桃色→橙色）
　現在ご使用の桃色の保険証の有効期限が2019年７月31日をもって満了となる
ため、８月以降は使用できなくなります。
　７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、橙色の保険
証をご使用ください。

新しい保険証は橙色です

○新しい保険証の有効期限は、2020年７月31日です。
○�紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、古平町役場町民課健康保
険係までお申し出ください。

減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方
区分Ⅱ ○�世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方
区分Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方

○�世帯全員の所得が０円の方
（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）
○�老齢福祉年金を受給されている方

減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります（水色→黄緑色）
　現在ご使用の水色の減額認定証の有効期限が2019年７月31日をもって満了となるため、８月以降は使用で
きなくなります。有効期間は保険証と同じく１年間です。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証を交付しますので、８月１
日からは黄緑色の減額認定証をご使用ください。
　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、古平町役
場　町民課健康保険係へ申請してください。

新しい減額認定証は黄緑色です

限度証の交付対象…次の３区分のうち、現役並みⅠまたは現役並みⅡに該当する方

現役並みⅢ 住民税課税所得が690万円以上に被保険者と、その方と同一世帯に
いる被保険者の方

現役並みⅡ 現役並みⅢに該当せず、住民税課税所得が380万円以上の被保険者
と、その方と同一世帯にいる被保険者の方

現役並みⅠ 現役並みⅢ・Ⅱに該当しない３割負担の方と、その方と同一世帯に
いる被保険者の方

限度証（限度額適用認定証）も新しくなります（水色→黄緑色）
　現在ご使用の水色の限度証の有効期限が2019年７月31日をもって満了となるため、８月以降は使用できな
くなります。有効期間は保険証と同じく１年間です。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に限度証を交付しますので、８月１日からは黄緑色の限度証をご使
用ください。
　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、古平町
役場　町民課健康保険係へ申請してください。

新しい限度証は黄緑色です
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� 住民紹介

　

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
に
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
で
剣
道
少
年
団
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
普
段
は
楽
し
く
話
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
で
す
が
、
練
習
の
時
間
に
な
る

と
威
勢
の
良
い
掛
け
声
や
竹
刀
が
ぶ
つ
か

り
合
う
音
で
も
の
す
ご
い
迫
力
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　

練
習
で
は
黙
想
か
ら
始
ま
り
、
小
手
・

面
・
胴
の
基
本
打
ち
、
打
ち
込
み
稽
古
な

ど
を
行
い
、
最
後
に
は
１
日
の
練
習
を
振

り
返
り
な
が
ら
再
び
黙
想
を
行
い
ま
し
た
。

　

指
導
者
が
打
つ
角
度
や
速
さ
、
動
き
の

コ
ツ
な
ど
多
く
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
す
る

と
、
団
員
は
元
気
良
く
「
は
い
っ
」
と
答

え
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
に
余
市
町
で
開
催
さ
れ
た
竹
鶴
杯

で
は
、
瀧
野
登
く
ん
が
個
人
戦
３
位
入
賞

や
田
岸
由
羽
く
ん
が
べ
ス
ト
８
に
輝
く
な

ど
活
躍
し
ま
し
た
。
現
在
は
秋
に
京
極
町

で
行
わ
れ
る
大
会
で
結
果
を
出
す
た
め
、

日
々
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

剣
道
で
は
心
技
体
（
精
神
力
・
技
術

力
・
体
力
）
が
一
体
的
に
向
上
し
ま
す
。

剣
道
少
年
団
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
お
問
合
せ
先

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
42-

２
３
０
０

心
（
精
神
力
）
技
（
技
術
力
）
体
（
体
力
）
が
一
体
的
に
向
上

剣
道
少
年
団
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

瀧
たき

野
の

　登
のぼる

（小３）
堀
ほり

　葵
あ お い

生
（小３）

堀
ほり

　奏
か な と

音
（小５）

白
しらいわ

岩　拓
たく

(小５）
白
しら

岩
いわ

莉
り

久
く

（中２）
田
た

岸
ぎし

由
ゆ

羽
う

（小６）

平
ひら

尾
お

歩
あゆ

睦
む

（小５）
堀
ほり

　紗
さ

蘭
らん

（小１）
平
ひら

尾
お

美
み

結
ゆ

（小２）

団員を
紹介

します！
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情報／投稿

笑
顔
し
て
真
鰈
も
ち
く
る
友
う
れ
し
若
き
日
想
ひ
味
を
楽
し
む�

泉　
　
　
清　
三

朝
方
の
優
し
い
会
話
に
い
や
さ
れ
て
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
参
加
楽
し
み�

今　
泉　
ベ　
ル

雨
の
日
に
う
す
紫
の
紫
陽
花
は
色
鮮
や
か
で
つ
い
立
ち
止
ま
る�

小
山
内　
い
お
子

の
ぼ
る
陽
に
あ
は
せ
る
や
う
に
目
が
覚
め
て
朝
起
き
の
刻と
き
日
々
に
早
ま
る�

鈴　
木　
時　
子

御
先
祖
の
残
し
く
れ
た
る
地
下
水
に
感
謝
を
し
つ
つ
新
茶
供
え
る�

坂　
本　
信　
子

描
き
終
え
さ
え
づ
る
姿
や
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
止
ま
り
木
ゆ
ら
し
早
春
譜
か
な�

金　
子　
寿　
子

山
裾
に
白
く
広
が
る
雪
の
山
冬
の
生
活
乱
せ
し
残
雪�

田　
中　
香　
苗

視
力
は
ギ
リ
ギ
リ
セ
ー
フ
運
転
は
あ
と
三
年
で
返
納
さ
る
る�

寺　
田　
カ
ツ
子

名
も
知
ら
ぬ
小
鳥
の
二
羽
窓
に
当
た
り
夫
は
手
に
包
み
か
わ
い
そ
う
と
云
ふ�

玉　
谷　
美
都
子

古
平
町
岬
短
歌
会

田
を
植
は
り
水
の
匂
ひ
に
暮
る
ゝ
村

蛍
火
の
ぶ
つ
か
り
さ
ふ
で
ぶ
つ
か
ら
ず

短
か
き
日
悔
な
く
生
き
て
夏
の
草

�

渡　
辺　
嘉　
之

南
風
や
老
人
ば
か
り
浜
仕
事

夏
草
や
無
用
と
な
り
し
番
屋
あ
と

万
緑
の
里
の
一
景
浮
き
沈
み

�

室　
谷　
弘　
子

飴
色
の
蜘
蛛
に
優
し
く
声
を
か
け

夏
積
丹
岩
に
張
り
付
く
海
の
幸

励
ま
し
は
心
の
支
へ
花
菖
蒲

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

本の海より 海に関する本をご紹介
　

今
年
は
５
月
頃
か
ら
厳
し
い

暑
さ
を
記
録
し
て
お
り
、
一
足

早
く
夏
が
や
っ
て
き
た
気
が
し

ま
す
。
そ
ん
な
中
で
海
や
砂
浜

を
恋
し
く
思
う
方
が
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
７

月
に
は
海
の
日
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
「
海
の
恩
恵
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
海
洋
国
日
本
の

繁
栄
を
願
う
」
と
い
う
趣
旨
の

も
と
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
夏
は
、
海
水
浴
や
海
の
幸
を

楽
し
む
と
と
も
に
、
日
本
の
海

の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
司
書
…
月
曜
日
午
前

水
曜
日
午
前

　
　
　
　
　
木
曜
日
午
後

　
　
　
　
　
金
曜
日
午
後

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
合
せ
先

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館

『日本人が魚を食べ続けるために』
秋道智彌・角南篤　編著　〈西日本出版社〉

　天然魚の漁獲量の減少や漁師・市場

関係者の高齢化が叫ばれる中で、「では、

魚を食べ続けるためにどうするか？」と

いうことについて、漁業・水産関係者ら

が論文とコラムで考えを綴っています。

『里海資本論』
井上恭介　NHK「里海」取材班　著　〈角川新書〉

　「里海」とは、人の手を適切に加え、
海を豊かにしていく運動のことを言いま
す。
　この本では、その「里海」の考え方で
人間が海の環境整備を行い、そこから
生まれた資源をおすそわけとして頂く考
え方を提唱しています。瀬戸内海で実践
された例などをもとに、共生の大切さ
訴えている一冊です。
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� 出来事／くらし

札幌古平会
　５月18日、第80回札幌古平会が
ホテルポールスター札幌で行われ、
古平に所縁のある100人以上の人が
集まりました。総会では平成30年
度の決算報告と会計監査報告が行わ
れ承認されました。懇親会では相良
孝一会長の挨拶から始まり、古平町
の特産品があたるお楽しみ抽選会や
生演奏の太鼓と笛の中踊る正調越後
盆踊り、会員の松田順治さんによる
笑いヨガなど盛りだくさん。古平小
学校と古平中学校の校歌や故郷を歌
い盛り上がっていました。
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氏
　 

名 

年
齢 

死
去
月
日 

町
内

川か
わ

畑ば
た

勝か
つ

太た

郎ろ
う

さ
ん 

74
歳 

4
・
25 

沢
江
町

髙た
か

橋は
し

　
健け

ん

一い
ち

さ
ん 

79
歳 

5
・
10 

沢
江
町

嶋し
ま

田だ

　
昌ま

さ

美み

さ
ん 

61
歳 

5
・
20 

浜
　
三

伊い

藤と
う

　
チち

ヱえ

さ
ん 

96
歳 

5
・
26 

本
　
陣

中な
か

村む
ら

　
　
覺

さ
と
る

さ
ん 

85
歳 

6
・
1 

浜
　
三

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口�3,007人　�（－７）

　男　�1,425人　�（－３）

　女　�1,582人　�（－４）

世帯数�1,709世帯�（�１�）

外国人� 41人　�（�１�）

　男　� 6人　�（�４�）

　女　� 35人　�（－３）

令和元年５月末日現在
住民基本台帳人口

 

氏
　 

名 

生
年
月
日 

保
護
者 

町
内

髙た
か

野の

　
真ま

奈な

ち
ゃ
ん 

5
・
15 

智
弥
さ
ん 

旭
　
町

石い
し

塚づ
か

　
慎し

ん

也や

ち
ゃ
ん 

5
・
23 

亮
太
さ
ん 

あ
け
ぼ
の

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

　５月31日、古平小学校の５年生22人
が町内の小野政雄さんの田んぼで田植え
を体験しました。今回植えたのは給食で
食べたことのあるななつぼしの苗です。
町内の農家の堀清さんの説明後、児童た
ちが田んぼに入っていくと「うわ～」「気
持ち悪い～」「楽しい！」などさまざま
な声が！まるでそこが田んぼではないよ
うな賑やかさに包まれました。15分ほ
ど田植えを行うと、突然の強い雨と風が
吹き、田植えは終わりとなりました。参
加した上口巽くんは「苗を植えるのはと
ても楽しかった！けど寒かった～」と話
してくれました。

◎
現
金

　
　
２
０
０
，
０
０
０ 

堀
　
　
由
清 

 
 

（
埼
玉
県
）

　
　
１
０
０
，
０
０
０ 

山
本

　
清
志 

 
 

（
新
地
町
）

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

古平小学校田植え体験
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